
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体ボウルスクリュー遠心機であって、
　ドラムケーシング及びスクリューを備えた遠心ドラムであり、スクリュー螺旋を形成す
るスクリュー羽根に囲まれたスクリュー本体を備え、遠心力を作用され処理される原料を
搬送する移送経路がスクリュー螺旋間に形成される、遠心ドラムと、
　遠心ドラムへの入口と、
　少なくとも１つの固形物排出部と、
　 少なくとも１つの液体出口と、
　円錐状の構造を有するドラムカバーによって軸方向 を閉じられるドラムチ
ャンバと、
　円錐状ディスクを備えるディスクスタックであって、

ディスクスタックと、
　前記ドラムカバーの方向から スクリュー螺旋と
との間において前記スクリュー本体に配置されたスクリューディスクであって、

スクリ
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固形物排出部と軸方向反対側に
の液体出口側

前記ディスクスタックは、内部円
筒状断面を有し、かつ、軸方向の最も固形物排出部側に円錐状ディスクに隣接する円錐状
断面を有する把持具を有し、前記円錐状ディスクと前記円錐状断面がドラムチャンバ内に
あるように前記把持具が前記液体出口の直ぐ上流で前記ドラムカバーに取り付けられ、前
記円錐状ディスクは、前記把持具の前記円錐状断面及び前記ドラムカバーの間に複数が適
宜間隔で固定して配置されている、

数えて１番目の 前記把持具の円錐状断面
スクリュ

ー本体に接続する部分とその半径方向外側の円錐形状断面を有する部分とからなる



ューディスクと、
を有することを特徴とする固体ボウルスクリュー遠心機。
【請求項２】
　前記円錐状ディスクは、前記ドラムカバーの円錐形状に対応し 構成される
ことを特徴とする請求項１に記載の固体ボウルスクリュー遠心機。
【請求項３】
　前記ディスクスタックは、清澄相のための回収管を有し、回収管は、 前記ス
クリュー本体の外壁より小さい直径
位置することを特徴とする請求項１に記載の固体ボウルスクリュー遠心機。
【請求項４】
　前記スクリューディスクの最大半径寸法は、前記スクリュー羽根の半径方向の寸法より
小さいことを特徴とする請求項１に記載の固体ボウルスクリュー遠心機。
【請求項５】
　少なくとも１つの開口 、液体を通過させるために前記スクリューディスクの

に設けられることを特徴とする請求項１に記載の固体ボウルスクリ
ュー遠心機。
【請求項６】
　遠心力を作用された原料の供給が 半径方向に

起こるように、前記ディスクスタックが配置されることを特徴とする請求項１に
記載の固体ボウルスクリュー遠心機。
【請求項７】
　

前記把持具の円錐状断面 を貫通することを特徴とする請求項 に
記載の固体ボウルスクリュー遠心機。
【請求項８】
　前記回収管は、前記ドラムカバーの穴を介して 出口に通じることを特徴とする請求
項 に記載の固体ボウルスクリュー遠心機。
【請求項９】
　前記スクリュー は、前記ディスクスタックの 外側の濃縮物空間から固形物
を排出するための除去突起部を有することを特徴とする請求項１に記載の固体ボウルスク
リュー遠心機。
【請求項１０】
　前記入口は、前記スクリューと共に回転するように構成されることを特徴とする請求項
１に記載の固体ボウルスクリュー遠心機。
【請求項１１】
　遠心力を作用される原料を前記ディスクスタックに導入するためのリブ 前記ドラム
カバーに結合されることを特徴とする請求項 に記載の固体ボウルスクリュー遠心機。
【請求項１２】
　前記ディスクスタックの前記円錐状ディスクの間隔は、前記円錐状ディスクの表面に対
して垂直に測定して、０．５～３ｍｍの間にあることを特徴とする請求項１に記載の固体
ボウルスクリュー遠心機。
【請求項１３】
　前記遠心ドラムの軸に対する前記円錐状ディスクの傾斜角は、３５度～５５度の範囲に
あることを特徴とする請求項１に記載の固体ボウルスクリュー遠心機。
【請求項１４】
　前記円錐状ディスクの半径方向の最大寸法は、前記スクリュー本体と前記ドラムケーシ
ングとの間の半径方向の 、又は、前記ドラムチャンバの半径方向の の５０～
７５％であることを特徴とする請求項１に記載の固体ボウルスクリュー遠心機。
【請求項１５】
　前記円錐状ディスクの半径方向の最大寸法は、前記スクリュー本体と前記ドラムケーシ
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た円錐形状に

把持具内で
の円周内であって、かつ、清澄相を回収できる箇所に

が スクリュ
ー本体に接続する部分

前記円錐状ディスクの その外周から中心に
向かって

前記スクリューディスクと前記把持具の円錐状断面との間が液体の上昇通路となり、液
体が に設けられた貫通孔 ５

液体
３

本体 半径方向

が、
１

大きさ 大きさ



ングとの間の半径方向の 、又は、前記ドラムチャンバの半径方向の の２／３
であることを特徴とする請求項１に記載の固体ボウルスクリュー遠心機。
【請求項１６】
　 ドラムの軸に対する 円錐状ディスクの傾斜角は、４０度～５０度の範囲に
あることを特徴とする請求項１に記載の固体ボウルスクリュー遠心機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、請求項１の前段による固体ボウルスクリュー遠心機に関する。
【０００２】
【発明の背景】
固体ボウルスクリュー遠心機の場合においても、ディスク配置を提供することが、従来技
術から知られている。
【０００３】
例えば、米国特許第５，３１０，３９９号は、ディスクがスクリュー本体、特にスクリュ
ーにおけるいくつかの螺旋間に配置されることを示している。
【０００４】
同様の構造は、ドイツ国特許第ＤＥ  ２６  １７  ６９２号から知られている。このマルチ
ステージデカンタ配置においてもまた、ディスクが各場合にスクリューに配置される。
【０００５】
加えて、一種のディスクドラムが実際のデカンタドラムの背後に接続される構成がある（
例えばＩＴ  ４９６  ０３１又はＳＵ  ３８５  ６２９参照）。
【０００６】
ディスクインサートを備えた固体ボウルスクリュー遠心機の他の既知の組み合わせは、国
際出願ＷＯ  ９８／４５０４５、フランス国特許第１  ４４９  ０６４号、フランス国特許
第２  ５３２  １８９号及び英国特許第９９８  ６６９号から知られている。
【０００７】
構造ユニットとして出力側に、完全な一種のセパレータが接続された場合、デカンタで前
洗浄された生成物の後洗浄は、デカンタ及びセパレータの完全に別個な直列接続の場合と
して基本的に起こる。
【０００８】
ディスクスタックを備えたセパレータにおいて、濃縮物は大きい直径のノズルで排出され
、清澄相は中央で排出される。ディスクのスタックの外側で、円錐壁部により両側で境界
となる固形物空間が構成される。例えば、ＳＵ  ３８５  ６２９中におけるこのセパレータ
の外径は、デカンタの外径より大きい半径に位置している。
【０００９】
一体化されたディスクスタックを備え、最初に述べた付加的なデカンタ構成は、ディスク
スタックがそれぞれスクリュー本体に取り付けられ、これにより、ドラムケーシングに関
して差動回転速度で回転するという点で区別される。これは、必然的に隙間を乱すことに
終わり、さらに、空間の最適な利用は達成できない。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明の目的は、ディスクスタックをスクリュー本体に取り付けることに起因する問題点
を回避することである。
【００１１】
本発明は、請求項１の目的によってこのディスクを達成する。この場合、ディスクスタッ
クは、本質的に一定な直径のドラムチャンバの円筒状断面に配置され、ドラムカバー上で
静止し及び／又はドラムカバー上に配置される間、ディスクスタックは液体出口の直ぐ上
流に取り付けられる。
【００１２】
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ディスクスタックがドラムカバー上で直接に搭載され、又はそれに固定されるので、ドラ
ムケーシングに関して差動回転速度ではもはや回転せず、それと共に回転する。
【００１３】
スクリュー上のディスクインサートに対比して、液体側ドラムケーシングに接続されたこ
のディスクインサートの場合、ディスクスタックの配管を集合した清澄相と、ディスクイ
ンサート外側の固体物空間との間に起こる、短絡接続を乱さない。ディスクインサートの
濃縮物空間は、ディスクスタックの外側に位置している。ここで、ドラムケーシングの直
径は、連続体として構成することができ、拡張を必要としない。このように、清澄するの
が困難な混合物、例えば微細な懸濁物を含む混合物を分離することができる。
【００１４】
ドラムカバーは、好適には本質的に円錐構造を有し、特に、ディスクスタックのディスク
も好適には円錐構造を有するため、ドラムカバー上で好適には予め組み立てられたディス
クスタックを特に簡単に取り付けることが可能となる。
【００１５】
本発明の他の好適な実施形態によれば、清澄相集合管は、スクリュー本体の外部壁より小
さい直径で位置することを強調すべきである。
【００１６】
さらに、ドラムカバー スクリュー螺旋とドラムカバーとの間に
、ディスク－タイプ内部断面及び円錐外部断面を有するスクリューディスクが提供される
ことを強調すべきである。そして、スクリューディスクの最大半径寸法は、スクリュー羽
根の半径寸法より小さい。スクリューディスクの円錐断面の反対側に造られる円錐ドラム
カバーと同様にスクリューディスクの円錐断面によって、固形物又は濃縮物を回収する空
間が形成される。この空間は、円錐状に２段にテーパーが付けられ、特にスクリューディ
スクを貫通する第１のスクリュー羽根での除去装置によって、ドラムケーシングの方へ濃
縮物の特に有利な排水を可能とする。
【００１７】
追加の有利な実施の形態は、追加の従属請求項で示される。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面によって詳述する。
【００１９】
図１は、ここで詳細に説明する必要のない構成要素、例えば駆動部Ａ及び機械フレームＭ
等に加え、ドラムケーシング１及びスクリュー２を備えた遠心ドラムを有する固体ボウル
スクリュー遠心機を示す。スクリュー２は、スクリュー本体３と、数回スクリュー本体３
を取り囲むスクリュー羽根４とを含む。スクリュー螺旋４の間に、遠心力を作用される原
料を搬送／移送させるために構成される搬送経路が形成される。
【００２０】
スクリュー本体３は円筒状断面５ａを有し、この円筒状断面５ａは後方領域において僅か
な段差が設けられ、円錐形にテーパを付けた断面５ｂに隣接している。スクリュー本体３
及びドラムケーシング１間の少なくともドラムチャンバ６の領域に、円錐構造を有するド
ラムカバー７によって、円筒状断面５ａが軸方向に仕切られている。
【００２１】
この固体ボウルスクリュー遠心機の動作は、次の通りである。
【００２２】
遠心力を作用される原料Ｓは、中央に配置され共に回転する入口管１２を通り、分配装置
２０を経由してドラムチャンバ６に導入される。ドラムチャンバ６は、スクリュー２及び
このスクリュー２を囲むドラムケーシング１を備える。重力の結果、固体粒子は、非常に
短時間で回転しているドラムケーシング１の内壁上に堆積する。分配装置２０及び共に回
転している入口管１２は、有利には衛生学的に非常に緊密なシステムを形成する。
【００２３】
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スクリュー２は、ドラム１よりわずかに遅い又は速い速度で回転し、遠心力を作用された
固体を円錐断面の方へドラムから固体出口に搬送する。
【００２４】
これとは対照的に、液体はドラム１の後方端部の円筒状断面５ａの方へ流れ、そこで排出
される。
【００２５】
この場合、以下の構造が図１の液体排出部の上流側に取り付けられる。
【００２６】
ドラムカバー７の方向から スクリュー螺旋ｘ及びドラムカバー７の間に、
一種のスクリューディスク８がスクリュー本体にスクリュー端部として配置される。この
スクリュー本体は、ディスク－タイプの内部断面８ａ及び好適には安定化させる円錐外部
断面８ｂを有し、スクリューディスク８の最大半径寸法はスクリュー羽根４の半径方向の
寸法より小さい。

液体
を通過させるために設けられている。円錐状ディスク１１は、ドラムカバー７の円錐形状
に本質的に対応 に構成されるのが好ましい。
【００２７】

ディスク８及びドラムカバー７の間に、 ディスク のスタック９が配
置され、このスタック９は前もって組み立てることができ、ドラムカバー７の内側に直接
取り付けることができるユニットとして構成される。 ディスク のスタック は

持具１０を有し、把持具１０は、内部円筒状断面１０ａ及び軸方向に隣接する円錐状
断面１０ｂを含む。円錐状断面１０ｂ及びドラムカバー７の間に、実際に円錐状のディス
ク１１が配置され、この ディスク１１は、それぞれの用途に応じたスペーサ（モー
ルド片、点状のスペーサ、その他）によって間隔を空けられていることが望ましい。
【００２８】
円錐状ディスク１１の外側領域において、上昇ダクト１３が形成され、これもまた円錐状
断面１０ｂを貫通する。代替として、円錐状ディスク１１のスタック９が設けられてもよ
く、これにより、清澄にされる原料の供給が 半径方向に

起こる。
【００２９】
清澄相の排出は、円筒状断面 の壁部で、円錐状ディスク１１の内径における回収管
１４によって行われる。
【００３０】
回収管１４は、 少なくとも部分的にスクリュー本体３の外壁より小さい直径

配置されることが望ましく、これは、
大きな直径の回収管を配置するよりもエネルギーを節約するモードとなり、これは理論的
にも受け入れられるものである。回収管１４は、清澄相のために半径方向に外側に延びる

出口１６に導かれるドラムカバーの穴１５に、軸方向で接続される。
【００３１】
濃縮物空間は、ここでは円錐状ディスク１１のスタック９ 外側に位置し、ドラ
ムケーシング１の直径は、連続的構造を有しており、広がる部分を含まない。濃縮物の排
出は、スクリュー２によって行われる。濃縮物空間から固体を排出するために、スクリュ
ー はスクリューディスク８を貫通する除去突起部１７を有する。ドラムケーシング
１の直径は、この領域において本質的に一定に構成される。
【００３２】
ドラムの直径で液面を調整するために、既知のシステム、例えば本出願人のＶａｒｉｐｏ
ｎｄ  Ｓｙｓｔｅｍ（ドレン前面で軸方向に摺動できる調整ディスク２２、ドイツ国特許
明細書ＤＥ  ４３  ２０  ２６５）を使用することができる。液面の他の調整手段も考えら
れ、例えばディスクスタック の背後に接続されるトレー環状羽根ディスクである。
【００３３】
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数えて１番目の

少なくとも１つの開口が、ここでは環状間隙が、スクリューディスク８
の内径に、言い換えればスクリューディスク８のスクリュー本体に接続する部分に、

した円錐形状

スクリュー 円錐状 １１

円錐状 １１ ９
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円錐状

円錐状ディスク１１の その外周か
ら中心に向かって
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把持具内で の
円周内であって、かつ、清澄相を回収できる箇所に
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本体３
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遠心力を作用さ
れる原料をディスクスタック９に導入するのを促進する。
【００３４】
この配置の動作は、次の通りである。環状間隙２１を通過する、遠心力を作用される原料
は、リブ２３に沿って流れ、ディスクスタック９の上昇ダクト１３に流入する。ここで、
清澄相は回収管に排出され、固形物は外部に吐出される。固形物は、除去突起部１７によ
って運ばれ、スクリューによって円錐状断面５ｂに搬送される。
【００３５】
システム又はディスクスタック９は、フラッシュバック装置によって清浄にすることがで
きる。必要に応じて、 出口１６又は遠心力バルブ１９でノズルにより吸引を行うこと
により、洗浄効果を促進することができる。
【００３６】

スタック９の円錐状ディスク１１の間隔は、円錐状ディスク１１表面に垂直に測
定して、０．５ｍｍより大きく３ｍｍより小さいことが望ましい。 ドラムの軸に対し
て円錐状ディスク１１の傾斜角は、好適には３５度～５５度、特に４０度～５０度の範囲
である。
【００３７】
特に好適には、外端部における円錐状ディスク１１の直径は、フリースクリュー領域又は
ドラムチャンバの直径のおよそ５０～７５％、特に２／３である。

【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による固体ボウルスクリュー遠心機の断面図である。
【図２】　本発明による固体ボウルスクリュー遠心機の部分断面図である。
【符号の説明】
１…ドラムケーシング、２…スクリュー、３…スクリュー本体、４…スクリュー羽根、５
ａ…円筒状断面、５ｂ…円錐状断面、５…ドラムチャンバ、７…ドラムカバー、８…ディ
スク、８ａ…内部断面、８ｂ…円錐状断面、９…ディスクスタック、１０…把持具、１０
ａ…円筒状断面、１０ｂ…円錐状断面、１１…円錐状ディスク、１２…入口管、１３…上
昇ダクト、１４…回収管、１５…穴、１６…出口、１７…除去突起部、１９…遠心バルブ
、２０…分配装置、２１…環状間隙、２２…調整ディスク、２３…リブ、Ａ…駆動部、Ｍ
…機械フレーム。
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リブ２３は、把持具１０及び／又はドラムカバー７上に設けられており、

液体

ディスク
遠心

言い換えれば、円錐状
ディスク１１の半径方向の最大寸法は、スクリュー本体３とドラムケーシング１との間の
半径方向の大きさ、又は、ドラムチャンバ６の半径方向の大きさのおよそ５０～７５％、
特に２／３である。



【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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